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はじめに
　サウジアラビア・日本の合同調査隊は、2018 ～ 2019 年に紅海沿岸のハウラー遺跡にお
いて、考古学の分布調査を行った。本発表はこのサウジ側の遺跡調査の成果 ( 長谷川他 






















アンフォラ片とガラス容器の破片などであるが、16 ～ 17 世紀の染付やオスマンパイプな
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どが混在していることから、港は近代になって一部利用されていたとも考えられる。
　一方、集落域は、ワーディーから 3 ～ 5m ほど高くなった丘陵の上に形成されており、
東西 300m ほど、南北 150m ほどの規模を測る。ここには、House 1 ～ House 3 という住居
の集中区があったと考えられる ( 図 3)。House 1 area にみられるように、住居の上部構造
は既に失われているが、残った基礎部から、住居はさんごと火山岩のブロックを利用し
た作りであり ( 図 4)、外壁は 70cm 程度、内壁は 40cm 程度の規模と推測された。House 
1 の北側には、1980 年代の試掘調査でコーランの一節が表された堂々とした作りの石製
リンテルが見つかっており ( 図 6) (al-Ghabbân 2011: 209-219, 331-351, vol. 1/ 東京国立博物
館 2019: 329-330)、モスクの存在が推測されることから、ここが居住区の中でも一つの中
心と考えられた。House 2 area は、周囲の集落域よりさらに 2 ～ 3 ｍ高い部分 ( 標高 6 ～
8m）に形成されており、高台からはウムルジュの湾がほぼ見渡せる位置にある。クリー
ニング調査により、ここからランドマーク的な建造物がみつかった。遺構は一辺が 34 ｍ




装身具、道具などが代表的なものである。陶器には、青緑釉 ( 図 7-1)、緑釉、黄釉、白濁
釉のものが多く、イラク等の影響下に作られたものと思われる。幾何学的な下絵を暗紫色
の彩画で描いた後に黄色や緑の釉薬をかける特徴的な陶器 (splash ware) は、ヒジャーズ地
域とパレスティナ、エジプトがネットワークで深く繋がっていた初期イスラーム時代の製
品で、ヒジャーズ陶器と呼ばれるものである (Whitecomb 1989: 173-175)( 図 7-2)4。またラ
スター彩陶器は、極めて細かい粒子の白色陶土で作られており、やはりイラク、シリアか
らの産物である可能性がある ( 図 7-3)。石製容器はステアタイトで作られたもので、さま




みてみよう。パワー (Power, T.) が強調するように、アブドルマリク (r.685-705) の治世から
始まる「長い 8 世紀」はイスラーム勢力の側からさまざまな事業がなされた時代であった
(Power 2009: 111-117, 2012: 103-143)。正当カリフ時代からウマイヤ朝時代には、エジプト
からアラビア半島のイスラーム大本営への穀物輸送のために、フスタートからスエズにま
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背地の Wadi al-Qura がマディーナとを結ぶ基幹の道となり、8 ～ 12 世紀において、クル





等も調査は行われているが、いずれも調査区域は部分的であり (al-Ghabbân 2011: 180-200, 


















トの出口にあり、11 ～ 16 世紀に、アイザーブに次いで重要な港であった。シカゴ大学が








集中的に出土している (Blue et al. 2009: 111-115)。また集落域には「シャイフの館」があり、



























新学術領域研究 ( 研究領域提案型 )「古代エジプトにおける都市の景観と構造」日本学術振興会、近












5　 ハウラーには鉱山があり、そこを切り出して石製容器 (abārim) が作られていたことや、近くに研磨
石を産する山 (Jabal Raḍwa) もあり、産物が広くいきわっていたとされる (al-Idrīsī: 88)。
6　 13 世紀後半には、ハウラーの水は飲めない質に劣化していき、威容を誇った建物が廃墟になり、誰
も住んでいない地になったことが窺われる (Yāqūt: 316)。
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< 図版出典 >
図 1: Power 2009: Fig. 12-1.
図 2 ～ 7: サウジアラビア～日本合同調査隊資料。
図 8: Sidebotham 2011: Fig. 7-1.
図 9-1: Porter 2002: Fig. 43.
図 9-2: Sidebotham et al. 2008: Fig. 7.18.
図 10: Peacock et al. 2003: Fig. 1.3.
図 11: Dangaad 2009: Fig. 10.5.
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